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九七五年以前のラオス内戦期現在に至るまで、 「特別な関係」と呼ばれる友好関係が維持されている。ベトナムの政権党であるベトナム共産党とラオスの政権党であるラオス人民革命党の起源は、一九三〇年二月に結党されたインドシナ共産党である。一 五一の第二回党大会において国別 党
が設立されることが決定され、ラオスでは、一九五五年三月に、ラオス人民党（ラオス人民革命党の前身）が結党された。ラオス革命を指導したカイソーン・ポムヴィハーンは、ベトナム人の父とス人の母を持ち、ハノイ大学で教育を受け、インドシナ共産 に入党した人物である。さらに、ベトナム戦争中に、ラオス国内にホーチミン・ルートが設けられ 北ベトナムが南ベトナムで 戦闘と解放を支援するための重要な輸送路となった。一方で、ベトナムはラオス人共産主義者に対して、人材育成、武器の供給、ベトナム義勇軍の戦闘への参加など、全面的な支援を行った。　
一九七五年にラオスの現体制が
樹立され、両国 友好関係が国家間レベルへと格上げされ のが、一九七七年七月一八日に締結され
たラオス・ベトナム友好・協力条約である。全部で七カ条からなり、第一条において、ラオスとベトナムの間の「特別な関係」を拡大することが定められ、第二条において、独立、主権、領土を防衛する目的で相互に支援・協力することが定められた。一九七五年から一九八〇年代前半まで 時期に、ラオスには、最大 五万人のベトナム義勇軍が駐屯し い とされるが、この条約によって、ベトナム軍のラオス駐留 正当化できることになった。　
一九七五年に、ベトナムの支援
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